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宮澤浩一教授略歴・主要業績
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略
歴
　
一
九
三
〇
年
五
月

　
一
九
四
八
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三
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一
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四
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一
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一
〇
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一
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六
四
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学
期

　
一
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六
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一
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冬
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東
京
に
生
ま
れ
る

旧
制
鎌
倉
中
学
校
修
業

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
予
科
入
学

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
編
入
学

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

慶
磨
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
民
事
法
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
民
事
法
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
学
（
西
ド
イ
ッ
）
留
学
（
五
九
年
三
月
ま
で
）

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

ザ
ー
ル
大
学
（
西
ド
イ
ッ
）
客
員
教
授

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
よ
り
法
学
博
士
（
学
位
論
文
「
被
害
者
学
の
基
礎
理
論
」
）

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
（
西
ド
イ
ッ
）
客
員
教
授

テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
（
西
ド
イ
ッ
）
か
ら
名
誉
博
士
号
授
与

ケ
ル
ン
大
学
（
西
ド
イ
ッ
）
客
員
教
授

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
（
西
ド
イ
ッ
）
客
員
教
授

ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
大
学
（
西
ド
イ
ツ
）
か
ら
名
誉
博
士
号
授
与
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世
界
被
害
者
学
会
副
会
長

世
界
被
害
者
学
会
会
長

国
際
犯
罪
学
会
副
会
長

日
本
刑
法
学
会
理
事

日
本
刑
法
学
会
監
事

日
本
被
害
者
学
会
理
事
長

法
制
審
議
会
刑
事
法
特
別
部
会
幹
事

法
制
審
議
会
刑
事
法
部
会
委
員

法
制
審
議
会
少
年
法
部
会
幹
事

法
制
審
議
会
少
年
法
部
会
委
員

法
制
審
議
会
監
獄
法
部
会
委
員

司
法
試
験
二
次
試
験
考
査
委
員
（
刑
事
政
策
）

矯
正
保
護
審
議
会
委
員

国
家
公
安
委
員
会
犯
罪
被
害
給
付
専
門
委
員

文
部
省
視
学
委
員

㈲
日
本
刑
事
政
策
研
究
会
評
議
員

㈲
日
本
刑
事
政
策
研
究
会
理
事

側
ア
ジ
ア
刑
政
財
団
理
事

一
九
七
九
年
一
〇
月
～
一
九
八
五
年
九
月
／
一
九
八
八
年
一
〇
月
～
現
在
ま
で

一
九
八
五
年
一
〇
月
～
一
九
八
八
年
九
月

一
九
八
八
年
五
月
～
現
在
ま
で

一
九
六
七
年
一
〇
月
～
一
九
九
四
年
五
月

一
九
九
四
年
五
月
～
現
在
ま
で

一
九
九
〇
年
一
一
月
～
現
在
ま
で

一
九
六
五
年
九
月
～
一
九
七
三
年
九
月

一
九
八
六
年
一
〇
月
～
現
在
ま
で

一
九
七
一
年
九
月
～
一
九
八
二
年
三
月

一
九
八
二
年
四
月
～
一
九
九
〇
年
三
月

一
九
七
六
年
四
月
～
一
九
八
O
年
一
一
月

一
九
七
五
年
　
　
　
～
一
九
八
四
年

一
九
八
五
年
　
　
　
～
一
九
九
五
年

一
九
八
一
年
　
　
　
～
現
在
ま
で

一
九
八
七
年
　
　
　
～
現
在
ま
で

一
九
七
九
年
四
月
～
一
九
九
三
年
五
月

一
九
九
三
年
五
月
～
現
在
ま
で

一
九
八
九
年
三
月
～
現
在
ま
で
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宮
澤
浩
一
教
授
主
要
業
績
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
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著
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・
編
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皿
G
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
著
　
共
訳
（
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
著
作
集
7
）
『
一
法
律
家
の
生
涯
　
P
・
」
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
伝
』
　
　
　
　
皿

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

『
犯
罪
学
二
五
講
』

『
被
害
者
学
の
基
礎
理
論
』

「
被
害
者
学
』

編
著
『
世
界
諸
邦
少
年
法
制
の
動
向
』

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ
フ
マ
ン
著
・
共
訳
編
「
現
代
法
哲
学
の
諸
問
題
－
法
存
在
論
的
研
究
1
」

編
著
「
犯
罪
と
被
害
者
」

共
編
『
刑
事
政
策
講
座
　
第
一
巻
　
総
論
』

共
編
『
犯
罪
学
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
』

編
著
「
犯
罪
と
被
害
者
　
第
二
巻
」

編
著
『
少
年
法
改
正
』

共
編
『
性
と
法
律
　
性
表
現
の
自
由
と
限
界
」

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ
フ
マ
ン
著
「
現
代
法
哲
学
の
目
的
」
（
翻
訳
）

『
刑
法
の
思
考
と
論
理
　
刑
事
法
論
集
第
一
巻
」

「
現
代
社
会
相
と
内
外
刑
法
思
潮
　
刑
事
法
論
集
第
二
巻
』

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ
フ
マ
ン
編
・
共
訳
編
『
行
刑
改
革
の
諸
問
題
』

編
『
外
国
刑
事
法
文
献
集
成
ー
ゲ
リ
ヒ
ツ
ザ
ー
ル
」

　
　
　
　
東
京
大
学
出
版
会

　
　
　
　
　
　
慶
慮
通
信

　
　
　
　
　
　
世
界
書
院

　
　
　
　
紀
伊
國
屋
書
店

　
　
　
　
　
　
　
　
鳳
舎

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
成
文
堂

　
　
　
　
　
　
　
成
文
堂

　
　
　
　
　
　
慶
慮
通
信

　
　
　
　
　
　
　
成
文
堂

　
　
　
　
　
　
慶
慮
通
信

　
　
　
　
　
　
　
成
文
堂

　
　
　
　
慶
慮
義
塾
大
学

　
　
　
　
　
　
　
成
文
堂

　
　
　
　
　
　
　
成
文
堂

　
　
　
　
　
　
　
成
文
堂

　
　
　
　
　
　
　
成
文
堂

昭
和
三
八
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
二
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
一
年
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ー
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I
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ー
ー
I
I
l
－
1
－
I
I
I
－
I
I
f
I
I
I
I
I
－
i
I
I
l
l
I
－
I
I
I
I
I
I
－
I
l
I
－
1
－
1
1
－
I
I
l
l
I
ー
ー
l
I
－
i
I
ー
ー
l
I
－
1
ー
ー
ー
ー
ー
I
1
1
1
1
ー
ー
I
I
ー
ー
l
I
i
I
I
I
I
」
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一

「鵯贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
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六
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平
成
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成
文
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
林
書
院

　
『
刑
事
政
策
の
源
流
と
潮
流
　
刑
事
法
論
集
第
三
巻
」

　
『
刑
事
法
学
の
諸
問
題
　
刑
事
法
論
集
第
五
巻
』

　
編
『
西
ド
イ
ッ
刑
法
学
学
者
編
』

　
編
『
犯
罪
と
被
害
者
　
第
三
巻
』

　
『
こ
れ
で
い
い
の
か
ニ
ッ
ポ
ン
　
私
の
少
数
異
見
』

　
編
「
外
国
刑
事
法
文
献
集
成
2
ス
イ
ス
刑
法
雑
誌
』

　
ユ
ル
ゲ
ン
・
バ
ウ
マ
ン
編
　
共
監
訳
『
西
独
刑
法
改
正
論
争
』

　
『
刑
事
政
策
の
動
き
」

　
C
・
ロ
ク
シ
ン
著
監
訳
『
刑
法
に
お
け
る
責
任
と
予
防
』

　
共
編
『
外
国
刑
事
法
文
献
集
成
3
　
ド
イ
ッ
全
刑
法
学
雑
誌
』

　
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ
フ
マ
ン
著
監
訳
「
法
哲
学
と
刑
法
学
の
根
本
問
題
』

　
ハ
ン
ス
・
ヨ
ア
ヒ
ム
ヒ
ル
シ
ュ
著
共
監
訳
『
ド
イ
ッ
刑
法
学
の
現
代
的
展
開
』

　
K
・
H
・
ゲ
ッ
セ
ル
著
共
監
訳
『
正
義
・
法
治
国
家
・
刑
法
－
刑
法
・
刑
事
訴
訟
法
の
根
本
問
題
」

　
ク
ラ
ウ
ス
・
テ
ィ
ー
イ
デ
マ
ン
原
著
　
共
監
訳
「
経
済
犯
罪
と
経
済
刑
法
」

　
共
編
著
『
法
学
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
　
第
2
版
』

　
カ
イ
ザ
ー
／
ク
ー
リ
ー
／
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
　
編
訳
「
犯
罪
被
害
者
と
刑
事
司
法
』

　
共
編
『
犯
罪
学
』

　
二
、
法
学
研
究

　
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
「
法
の
ブ
レ
ビ
エ
」
〈
紹
介
と
批
評
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
　
二
八
巻
四
号
　
昭
和
三
〇
年

　
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
刑
法
草
案
及
理
由
書
（
共
訳
）
〈
資
料
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
　
二
八
巻
八
号
　
昭
和
三
〇
年

　
死
刑
廃
止
の
歴
史
1
・
■
ー
西
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
を
中
心
と
し
て
〈
資
料
〉
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
　
二
九
巻
一
〇
・
一
一
号
　
昭
和
三
一
年

「
I
I
I
l
I
I
ー
ー
ー
I
I
－
I
I
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－
1
亘
ー
1
－
I
I
ー
『
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I
I
l
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1
1
1
1
1
1
1
ー
ー
I
I
I
I
I
－
I
l
I
－
1
一
I
I
ー
ー
I
I
I
I
I
－
I
1
9
1
1
－
I
I
l
I
－
I
I
I
I
I
I
－
1
1
1
1
－
I
I
I
l
I
I
i
I
－
1
1
1
ー
ー
I
1
1
1
1
－
I
I
l
I
I
－
I
I
I
I
ー
」
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宮澤浩一教授略歴・主要業績

ド
イ
ッ
語
圏
の
各
国
大
学
に
お
け
る
刑
事
法
学
関
係
研
究
者
総
覧
〈
資
料
〉

不
真
正
不
作
為
犯
と
西
独
刑
法
改
正
草
案
　
（
1
・
2
）

不
作
為
に
よ
る
共
犯
ー
そ
の
序
論
的
考
察

開
か
れ
た
構
成
要
件
と
法
義
務
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
　
（
1
）

開
か
れ
た
構
成
要
件
と
法
義
務
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
　
（
2
・
3
・
4
）

西
独
刑
法
改
正
に
関
す
る
資
料
－
政
府
刊
行
物
・
著
書
・
雑
誌
論
文
目
録
〈
資
料
〉

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
非
行
少
年
問
題
と
そ
の
対
策
－
少
年
刑
務
所
を
中
心
と
し
て

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
法
律
上
の
諸
問
題

　
－
西
ド
イ
ッ
の
判
例
、
学
説
を
中
心
と
し
て
（
共
著
）

原
子
力
に
関
す
る
犯
罪
と
そ
の
危
険
構
成
要
件
ー
ス
イ
ス
の
立
法
例
を
中
心
と
し
て

死
刑
廃
止
論
の
立
場

死
刑
の
存
廃
に
関
す
る
資
料
〈
資
料
〉

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ
フ
マ
ン
「
現
代
の
法
哲
学
的
状
況
に
つ
い
て
」
〈
翻
訳
、
資
料
〉

被
害
者
学
の
成
立
過
程

西
ド
イ
ッ
刑
法
学
の
現
状
ー
刑
法
学
者
の
業
績
を
系
譜
学
的
に
み
て
〈
資
料
〉

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
新
児
童
福
祉
法
－
一
九
六
〇
年
法
律
第
九
七
号

　
「
児
童
及
び
少
年
の
公
的
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
翻
訳
（
共
著
、
共
訳
）
〈
資
料
〉

西
ド
イ
ッ
刑
法
学
の
現
状
（
追
録
1
）
　
〈
資
料
〉

少
年
拘
禁
（
魯
鷺
＆
胃
お
雲
）
に
つ
い
て
ー
そ
の
法
的
性
格
を
中
心
と
し
て

ハ
ン
ス
・
ゲ
ッ
ピ
ン
ガ
i
「
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
に
お
け
る
統
合
科
学
的
犯
罪
学
研
究

　
ー
方
法
論
的
問
題
と
経
験
1
」
　
〈
翻
訳
、
資
料
V

少
年
拘
禁
の
種
類
（
共
著
）

〈
資
料
〉

　　法
　　学
　　研　　法
法法究法法学法
学学　学学研学
研研三研研究研
究究四究究　究
　　巻　　 三

五五〇三三巻一
巻巻～巻巻一巻
八三＿　二＿八
ロ　 ロ　 ロ　 ロ　 ロ　 ロコ　 ロ

万万万万7ヲ7ゴ石’

法
学
研
究

法
学
研
究

法
学
研
究

法
学
研
究

法
学
研
究

法
学
研
究

法
学
研
究

法法法
学学学
研研研
究究究

三
六
巻
一
号

三
六
巻
三
号

三
七
巻
一
号

三
七
巻
一
号

三
七
巻
五
号

三
八
巻
八
号

三
八
巻
八
号

三
八
巻
一
一
号

四
〇
巻
三
号

四
〇
巻
六
号

昭
和
三
三
年

昭
和
三
五
年

昭
和
三
五
年

昭
和
三
五
年

昭
和
三
五
年

昭
和
三
七
年

昭
和
三
七
年

昭
和
三
八
年

昭
和
三
八
年

昭
和
三
九
年

昭
和
三
九
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
〇
年

昭
和
四
〇
年

昭
和
四
〇
年

昭
和
四
二
年

昭
和
四
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
　
四
〇
巻
一
一
一
号
　
昭
和
四
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
　
四
一
巻
二
号
　
昭
和
四
三
年
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法学研究69巻2号（’96：2）

ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
刑
法
論
1
・
H

ス
イ
ス
に
お
け
る
信
頼
の
原
則

精
神
障
害
者
に
対
す
る
刑
事
処
分
に
つ
い
て
1
社
会
治
療
処
分
再
説
－

少
年
審
判
補
助
機
関
の
成
立
過
程
－
序
論
的
考
察
（
共
著
）

学
問
と
し
て
の
行
刑
学
1
そ
の
体
系
化
の
試
み
と
問
題
点

被
害
者
学
は
社
会
学
に
何
を
期
待
す
る
か

西
ド
イ
ッ
刑
法
学
の
現
状
（
追
録
H
）
〈
1
・
2
〉

女
性
と
犯
罪
〈
資
料
〉

西
ド
イ
ッ
刑
事
法
学
の
研
究
体
制
－
付
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び
ド
イ
ッ
語
圏
ス
イ
ス
の
状
況

一
九
七
四
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
新
刑
法
典
と
堕
胎
罪
規
定
に
つ
い
て
〈
資
料
〉

西
ド
イ
ッ
の
裁
判
官
研
究
に
つ
い
て
1
西
ド
イ
ッ
法
社
会
学
の
現
状
に
関
す
る
一

西
ド
イ
ッ
刑
法
学
の
現
状
（
追
録
皿
）
〈
資
料
〉

日
数
罰
金
制
の
意
義
と
現
実
－
西
ド
イ
ッ
の
新
刑
法
典
を
中
心
に
し
て

社
会
内
処
遇
の
原
型
－
少
年
処
遇
の
先
駆
者
と
し
て
の
J
・
H
・
ウ
ィ
ヒ
ェ
ル
ン

西
ド
イ
ッ
刑
法
学
の
現
状
（
追
録
W
）
〈
資
料
〉

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
被
害
者
調
査
－
特
に
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
調
査
を
中
心
と
し
て

レ
ィ
ベ
リ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
新
展
開
－
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る

つ
の
メ
モ

〈
資
料
〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　資　法
　　　　　　　　料　学　　　　　法
法法法法法法法法〉法研法法法法法学
学学学学学学学学　学究学学学学学研
研研研研研研研研　研　研研研研研究
究究究究究究究究　究四究究究究究

四
一
巻
八
・
九
号

　
　
四
二
巻
二
号

　
　
四
三
巻
三
号

　
　
四
三
巻
五
号

　
　
四
四
巻
三
号

　
　
四
五
巻
二
号

四
五
巻
九
・
一
〇
号

　
　
四
六
巻
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
企
業
内
司
法
」
研
究
を
手
が
か
り
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

刑
法
学
研
究
の
基
礎
－
一
九
世
紀
ド
イ
ッ
行
刑
学
の
論
文
集
成
を
終
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

オ
ー
ス
ト
リ
ア
犯
罪
学
の
現
状
ー
ラ
ベ
リ
ン
グ
論
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
事
法
学
の
一
断
片
　
（
追
録
1
・
H
）
〈
資
料
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

四
七
巻
三
号

四
七
巻
一
〇
号

四
八
巻
四
号

四
八
巻
六
号

四
九
巻
一
号

五
〇
巻
一
号

五
〇
巻
五
号

五
〇
巻
一
一
号

　
五
〇
巻
一
二
号

　
五
一
巻
五
号

　
五
二
巻
四
号

五
二
巻
四
・
五
号

昭
和
四
三
年

昭
和
四
四
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
九
年

昭
和
四
九
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年
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皿
刑
事
法
研
究
の
た
め
の
基
礎
資
料
－
欧
米
主
要
刑
事
法
学
者
関
係
の
記
事
（
法
哲
学
者
・
刑
法
理
論
家
を
含
む
）
〈
資
料
〉
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宮澤浩一教授略歴・主要業績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

西
ド
イ
ッ
刑
法
学
の
現
状
（
追
録
V
）
〈
資
料
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

ス
イ
ス
の
犯
罪
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

被
害
者
学
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
　
ド
イ
ッ
語
文
献
（
共
編
）
〈
資
料
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

被
害
者
学
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
　
英
語
文
献
〈
1
～
3
〉
（
共
編
）
〈
資
料
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

西
ド
イ
ッ
刑
法
学
の
現
状
（
追
録
W
）
〈
資
料
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

西
ド
イ
ッ
刑
法
学
の
現
状
（
追
録
孤
）
（
共
著
）
〈
資
料
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

西
ド
イ
ッ
刑
法
学
の
現
状
（
追
録
皿
）
（
共
著
）
〈
資
料
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

被
害
者
の
法
的
地
位
ー
西
ド
イ
ッ
の
動
向
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

経
済
犯
罪
に
つ
い
て
！
西
ド
イ
ッ
連
邦
刑
事
警
察
局
の
資
料
を
中
心
と
し
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

ナ
チ
ス
犯
罪
の
追
及
と
西
ド
イ
ッ
刑
事
司
法
－
特
に
、
ナ
チ
ス
犯
罪
追
及
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と

　
ナ
チ
ス
犯
罪
者
の
外
泊
に
関
す
る
許
諾
の
問
題
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
諸
問
題
－
特
に
、
治
安
に
及
ぼ
す
影
響
を
中
心
と
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

資
金
の
洗
浄
（
マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
）
と
金
融
業
者
の
責
任
ー
ス
イ
ス
刑
法
三
〇
五
条
の
三
を
中
心
と
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

慶
鷹
法
学
の
第
二
世
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

フ
ォ
ル
カ
ー
・
ク
ラ
イ
「
警
察
が
人
質
犯
罪
に
対
応
す
る
場
合
の
性
的
問
題
－
警
察
に
対
す
る

　
検
察
官
の
指
揮
命
令
権
・
人
質
救
出
の
た
め
の
意
図
的
射
殺
」
（
共
訳
）
〈
資
料
〉
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究

フ
ォ
ル
カ
i
・
ク
ラ
イ
「
不
正
な
麻
薬
取
引
そ
の
他
の
組
織
犯
罪
の
現
象
形
態
の
対
策
に
関
す
る
法
律
案

　
に
お
け
る
収
益
の
剥
奪
－
資
産
刑
・
拡
大
収
奪
お
よ
び
資
金
の
洗
浄
に
関
す
る
規
定
の
批
判
的
検
討
（
共
訳
）

　五三巻八

号

　五三巻一〇

号

　
五
三
巻
一
二
号

　五五巻三

号

五
五
巻
五
～
七
号

五
五
巻
一
一
号

五
七
巻
一
二
号

五
九
巻
八
号

五
九
巻
一
二
号

六
〇
巻
二
号

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
九
年

昭
和
六
一
年

昭
和
六
一
年

昭
和
六
二
年

六
一
巻
二
号
　
昭
和
六
三
年

六
二
巻
一
二
号
　
平
成
元
年

六
三
巻
一
二
号

六
五
巻
一
号

　
　
　
六
六
巻
二
号

（
組
織
犯
罪
対
策
法
案
）

　
　
〈
資
料
〉

平
成
一
一
年

平
成
四
年

平
成
五
年
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皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
六
六
巻
一
〇
号
平
成
五
年
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
ハ
イ
ン
ツ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
同
デ
ィ
ー
ツ
「
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
目
か
ら
見
た
行
刑
」
（
共
訳
）
法
学
研
究
六
八
巻
三
号
平
成
七
年
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
ゴ
ル
ト
ダ
ン
マ
ー
刑
法
雑
誌
　
著
者
名
目
録
（
一
～
四
）
（
共
編
）
〈
資
料
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
　
六
八
巻
三
～
六
号
　
平
成
七
年
　
皿
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一

三
、
主
要
論
文

人
工
受
精
に
関
す
る
刑
法
上
の
諸
問
題

ド
イ
ッ
刑
法
学
会
の
動
向

い
わ
ゆ
る
責
任
説
に
つ
い
て

麻
酔
分
権
と
刑
事
裁
判

開
か
れ
た
構
成
要
件

社
会
的
行
為
論
－
学
説
史
的
に
み
て

人
工
受
精
と
姦
通
罪
ー
イ
タ
リ
ア
の
判
例
・
学
説
か
ら

イ
タ
リ
ー
に
お
け
る
共
犯
論
－
伊
刑
法
一
一
〇
条
を
中
心
と
し
て

ド
イ
ツ
の
交
通
テ
ィ
ケ
ッ
ト
制
に
つ
い
て

西
独
に
お
け
る
年
長
少
年
法
制
の
問
題
点

ド
イ
ッ
刑
法
学
会
の
群
像
1
、
H
、
皿
、
N
、
V

西
ド
イ
ッ
の
少
年
法
制
の
現
状
と
将
来

ス
イ
ス
少
年
法
制
の
現
状
と
改
正
の
動
向

処
遇
の
多
様
化
－
保
護
処
分
を
中
心
と
し
て

過
失
犯
と
期
待
可
能
性

小
池
隆
一
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
「
比
較
法
と
私
法
の
諸
問
題
』

　
　
　
　
　
『
人
工
受
精
の
諸
問
題
』
（
小
池
・
田
中
・
人
見
編
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綜
合
法
学
　
三
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
　
一
五
巻
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綜
合
法
学
　
四
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綜
合
法
学
　
五
三
号

一
九
六
五
年
ス
イ
ス
刑
法
一
部
改
正
草
案
に
お
け
る
少
年
法
制
の
改
正
に
つ
い
て

西
独
に
お
け
る
年
長
少
年
法
制
の
改
正
動
向
ー
少
年
裁
判
所
法
改
正
の
覚
え
書
を
中
心
と
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綜
合
法
学
　
六
一
号

斉
藤
金
作
博
士
還
暦
祝
賀
「
現
代
の
共
犯
理
論
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
　
三
一
五
号

　
　
　
　
　
家
庭
裁
判
月
報
　
一
七
巻
五
号

　
法
律
の
ひ
ろ
ば
　
一
八
巻
四
～
七
二
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
　
三
四
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
　
三
四
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
　
三
五
三
号

　
　
　
日
沖
憲
郎
博
士
還
暦
祝
賀
「
過
失
犯
ω
」

　
　
　
　
　
家
庭
裁
判
月
報
　
一
八
巻
三
号

昭
和
三
四
年

昭
和
三
五
年

昭
和
三
六
年

昭
和
三
七
年

昭
和
三
七
年

昭
和
三
七
年

昭
和
三
八
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
〇
年

昭
和
四
〇
年

昭
和
四
〇
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年
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宮澤浩一教授略歴・主要業績

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一『｝一一一一一一一一一一一一『一一一『『←一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

i問　イ察例　　　研　西　　　曾の　　　刑お　I
I題　タ　　　　　究　 ド　　　）批　　　事け　l
i　　リ　　　　　の　イ　　　1判　　　政る　l

i患　　裂嚢　藁　5罰
1　　と　　　　　よ　対　　　　　　　　てて　l
I　　し　　　　　る　案　　　　　　　　　　　i
l　　て　　　　　被　と　　　　　　　　　　 l
l　　l　　　　　害　デ　　　　　　　　　　　l

i乍罐ζ勧蓼辮藤望蝋
1ス報報ばリ　報　　犯て　報報イ誌報報リイイ報l
l研　 ス研七罪　　ム　 スムムll究四四ニト修四九　と　　四四ズ三一三トズズーl

l喜ll舞1製舞講1蘇曇li
I万万丁ヲ万万万万万　　一　　一万万万万万7ヲ写7ゴ7ヲ丁ゴ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し1昭昭昭昭昭昭昭昭　昭　昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭l
l和和和和和和和和　和　和和和和和和和和和和和I
l四四四四四四四四　四　四四四四四四四四四四四l
l五五五四四四四三　三　三三三三二二二二二二一l
l年年年年年年年年　年　年年年年年年年年年年年1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一一
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
三
・
二
四
四
・
二
四
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
・
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
編
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
六
号

交
通
反
則
通
告
制
度
と
少
年
交
通
事
件
処
理
に
つ
い
て
〈
上
・
中
・
下
〉
　
　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ

刑
事
政
策
家
と
し
て
の
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル
（
一
）
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
時
報

少
年
法
改
正
を
め
ぐ
る
論
争
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
信
頼
の
原
則
－
判
例
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
松
博
士
還
暦
祝
賀
「
刑
法
と
科
学

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
狸
褻
表
現
物
処
罰
の
動
向
ー
判
例
の
分
析
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト

性
的
表
現
の
自
由
化
に
つ
い
て
1
西
ド
イ
ッ
の
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修

イ
タ
リ
ア
刑
法
と
人
工
受
精
ー
学
説
・
判
例
の
一
考
察

家
裁
と
調
査
官
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ー
ス
研
究

最
近
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
事
交
通
判
例
に
あ
ら
わ
れ
た
「
信
頼
の
原
則
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
曹
時
報

わ
が
国
に
お
け
る
被
害
者
学
研
究
の
現
状
－
性
犯
罪
研
究
の
成
果
を
中
心
と
し
て
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
と
非
行

騒
擾
罪
に
関
す
る
一
考
察
ω
ー
大
須
事
件
、
メ
ー
デ
ー
事
件
判
決
を
中
心
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ

少
年
審
判
補
助
機
関
の
成
立
過
程
　
序
論
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
裁
判
月
報

少
年
法
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト

騒
擾
罪
に
関
す
る
一
考
察
㊦
1
大
須
事
件
、
メ
ー
デ
ー
事
件
判
決
を
中
心
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ

ド
イ
ッ
少
年
法
制
の
展
開
過
程
ー
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル
の
審
与
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
裁
判
月
報

少
年
法
制
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
！
ス
研
究

わ
が
国
の
被
害
者
研
究
の
現
状
と
将
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
犯
罪
と
被
害
者

少
年
法
改
正
要
綱
の
概
括
的
批
判

少
年
法
改
正
の
前
提
条
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ

メ
ー
テ
ン
事
件
控
訴
審
判
決
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ

ス
イ
ス
少
年
刑
法
の
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
裁
判
月
報

被
害
者
学
の
意
義
と
現
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
教
室

峯
村
光
郎
教
授
還
暦
記
念
『
法
哲
学
と
社
会
の
理
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
巻
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
工
ハ
上
ハ
ロ
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
巻
一
〇
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
巻
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
巻
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
少
年
法
改
正
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
巻
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
号

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年
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コ
　
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
し
し
し
ラ
　
ド
ド
ド
ナ
　
し
し
し
し
し
し
ラ
ラ
ド
ド
ド
し
ヒ
し
し
し
し
し
し
　
ド
ド
ド
し
ヒ
し
し
し
ラ
し
　
ド
ド
ム
ヒ
ヒ
し
し
ロ
し
ラ
　
ド
ド
ド
ド
ム
ヒ
し
し
し
ラ
ド
ド
ド
し
し
し
ド
　
ド
ド
し
し
ド
し
し
し
ラ
ラ
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ヒ
し
し
ド
ラ
し
ド
ド
ラ
ド
し
し
し
し
　
　
ド
ド
ナ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
ド
イ
ツ
　
ド
イ
ッ
少
年
法
制
の
展
開
過
程
ー
フ
ロ
イ
デ
ン
タ
ー
ル
の
寄
与
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

宮澤浩一教授略歴・主要業績

ス
イ
ス
　
ス
イ
ス
少
年
刑
法
の
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
国
少
年
法
の
動
向
（
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
編
）

少
年
法
改
正
の
前
提
条
件
（
改
編
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ー
ス
研
究
　
一
三
九
号

誤
報
の
被
害
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
　
五
七
〇
号

被
害
者
補
償
制
度
の
比
較
法
的
検
討
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
　
五
七
五
号

改
正
刑
法
草
案
の
「
刑
罰
論
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
時
報
　
四
六
巻
六
号

西
ド
イ
ッ
行
刑
法
代
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
八
五
巻
三
号

刑
事
立
法
と
世
論
調
査
の
動
向
－
内
閣
広
報
室
の
調
査
結
果
を
み
て
（
共
著
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
セ
ミ
ナ
ー
　
二
四
四
号

刑
法
改
正
の
背
景
と
「
草
案
」
の
思
想
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
判
例
　
二
一
四
号

軽
微
な
財
産
犯
罪
の
非
犯
罪
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
　
三
二
〇
号

西
欧
諸
国
に
お
け
る
犯
罪
者
と
非
行
少
年
の
処
遇
の
多
様
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
八
六
巻
四
号

西
ド
イ
ッ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
堕
胎
罪
規
定
違
憲
判
決
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
　
五
八
七
号

フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
と
文
書
偽
造
罪
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
　
三
二
三
号

外
部
か
ら
み
た
刑
務
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
八
六
巻
一
二
号

西
ド
イ
ッ
の
新
行
刑
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
時
報
四
八
巻
七
号

罰
金
刑
再
論
－
西
ド
イ
ッ
の
新
刑
法
総
則
に
お
け
る
日
数
罰
金
制
の
運
用
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
　
三
四
二
号

被
害
者
学
の
立
場
か
ら
み
た
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
学
論
集
　
二
九
巻
六
号

フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
と
文
書
偽
造
罪
（
中
）
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
　
三
二
七
・
三
三
五
号

監
獄
法
改
正
の
課
題
と
問
題
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
由
と
正
義
　
二
七
巻
九
号

犯
罪
学
の
新
動
向
と
比
較
犯
罪
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
一
五
巻
一
号

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
被
害
者
研
究
の
現
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
太
郎
博
士
古
稀
祝
賀
『
刑
事
政
策
の
現
代
的
課
題
」

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
少
年
法
制
改
正
の
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
場
安
治
博
士
還
暦
祝
賀
「
現
代
の
刑
事
法
学
（
下
）
」

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
九
年

昭
和
四
九
年

昭
和
四
九
年

昭
和
四
九
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
一
一
年

昭
和
五
二
年
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三
二
巻
四
～
一
二
号

被
害
者
学
入
門
（
第
1
～
9
回
）

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
犯
罪
の
状
況

処
遇
困
難
者
の
社
会
復
帰

公
衆
参
加
の
第
一
歩
と
し
て
の
施
設
見
学

わ
が
国
の
矯
正
の
現
実
と
情
報
の
国
際
化

法
改
正
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ

刑
事
政
策
と
情
勢
の
国
際
化

刑
法
一
七
五
条
に
い
う
「
販
売
の
目
的
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
公
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
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刑
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政

の
解
釈
ー
ポ
ル
ノ
書
籍
・
図
画
の
国
外
販
売
目
的
を
め
ぐ
っ
て

一
五
巻
二
号

一
五
巻
三
号

一
五
巻
四
号

一
六
巻
一
号

八
九
巻
三
号

八
九
巻
一
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
　
六
五
九
号

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
刑
事
立
法
の
動
向
1
そ
の
社
会
的
変
化
と
法
制
度
の
対
応
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
　
三
五
七
号

被
害
者
学
入
門
（
第
1
0
～
2
1
回
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
公
論
　
三
三
巻
一
～
一
二
号

矯
正
の
近
代
化
と
表
現
の
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
九
〇
巻
一
号

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
犯
罪
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
九
〇
巻
五
号

被
勾
留
者
の
信
書
の
制
限
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
九
〇
巻
九
号

西
ド
イ
ッ
刑
事
法
事
情
（
1
）
（
2
）
（
5
）
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
　
三
七
一
・
三
七
三
・
三
八
丁
三
八
八
号

現
代
社
会
に
お
け
る
少
年
法
の
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
号
　
少
年
法
ー
そ
の
実
務
と
裁
判
例
の
研
究
ー

刑
事
法
内
外
の
動
き
　
第
一
～
七
講
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
セ
ミ
ナ
i
　
二
三
巻
五
・
七
～
一
一
・
一
三
号

矯
正
施
設
の
移
転
問
題
に
寄
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
一
六
巻
二
号

銀
行
強
盗
事
件
に
寄
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
一
六
巻
三
号

暴
力
団
対
策
に
寄
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
一
六
巻
四
号

少
年
法
改
正
の
理
想
と
現
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
庭
裁
判
月
報
　
一
一
二
巻
五
号

被
害
者
学
入
門
（
第
2
2
～
3
0
回
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
公
論
　
三
四
巻
一
～
九
号

昭
和
五
二
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
三
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年
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一

宮澤浩一教授略歴・主要業績

比
較
刑
事
法
の
研
究
方
法
に
つ
い
て

刑
事
政
策
の
将
来
の
動
向

少
年
犯
罪
の
犯
罪
社
会
学
的
背
景

金
融
機
関
に
対
す
る
強
盗
事
件
の
比
較
犯
罪
学
的
研
究

刑
事
法
内
外
の
動
き
　
第
八
～
一
八
講

西
ド
イ
ッ
刑
事
法
事
情
（
1
2
）
（
1
3
）

宗
教
教
誼
に
つ
い
て

日
独
犯
罪
の
現
状
を
比
較
す
れ
ば

実
証
的
な
刑
事
政
策
研
究
の
必
要
性

ス
イ
ス
の
行
刑

ス
イ
ス
刑
法
学
研
究
の
基
礎

西
ド
イ
ッ
の
立
法
と
判
例
に
現
わ
れ
た
外
泊
制
－
通
常
の
外
泊
制
を
中
心
と
し
て

西
ド
イ
ッ
の
刑
事
法
事
情
（
1
4
）
（
1
5
）

刑
事
法
内
外
の
動
き
　
第
一
九
～
二
五
講

未
必
拘
禁
の
諸
問
題

「
処
分
反
対
論
」
の
検
討

こ
れ
か
ら
の
矯
正

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
へ
の
備
え

被
害
者
の
救
済

ス
イ
ス
の
少
年
非
行
の
状
況

治
療
処
分
の
必
要
性

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
少
年
犯
罪
者
に
対
す
る
司
法
的
処
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
　
三
六
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
と
非
行
　
四
〇
号

　
　
　
　
　
　
犯
罪
社
会
学
研
究
　
　
四
号

　
　
　
　
　
　
捜
査
研
究
　
二
八
巻
五
号

　
　
法
学
セ
ミ
ナ
ー
　
二
四
巻
一
～
一
一
号

　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
　
四
一
七
・
四
一
九
号

　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
一
七
巻
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
九
一
巻
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
九
一
巻
五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
九
一
巻
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
　
三
八
五
号

　
　
　
　
　
　
法
曹
時
報
　
三
二
巻
八
号

　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
　
四
二
六
・
四
二
七
号

法
学
セ
ミ
ナ
ー
　
二
五
巻
一
、
六
～
二
号

法
学
セ
ミ
ナ
i

　
　
　
　
刑
政

　
　
　
　
刑
政

　
　
　
　
刑
政

　
　
　
罪
と
罰

　
　
　
罪
と
罰

　
　
　
罪
と
罰

　
　
　
罪
と
罰

二
五
巻
一
〇
号

九
二
巻
一
号

九
二
巻
六
号

九
二
巻
九
号

一
八
巻
二
号

一
八
巻
三
号

一
八
巻
四
号

一
八
巻
四
号

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年
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一

少
年
非
行
の
動
向
と
社
会
の
対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
一
九
巻
一
号

比
較
刑
法
研
究
の
た
め
の
基
礎
作
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
正
治
還
暦
祝
賀
『
刑
事
法
学
の
諸
相
（
上
）
』

刑
事
治
療
処
分
（
保
安
処
分
）
の
意
義
と
そ
の
あ
る
べ
き
姿
－
西
欧
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
1
　
　
　
　
捜
査
研
究
　
三
〇
巻
一
〇
号

西
欧
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
保
安
処
分
の
現
実
ー
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
西
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
研
修
　
三
九
七
号

更
生
保
護
と
被
害
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
生
保
護
　
三
二
巻
三
号

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
犯
罪
情
勢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
一
九
巻
二
号

東
独
の
犯
罪
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
一
九
巻
三
号

韓
国
の
矯
正
の
事
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
九
三
巻
七
号

西
欧
の
動
向
か
ら
み
た
治
療
処
分
の
必
要
性
ー
反
対
論
の
批
判
的
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
　
四
〇
六
号

受
刑
者
処
遇
制
度
（
特
集
　
刑
事
施
設
法
案
に
つ
い
て
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
　
三
五
巻
八
号

刑
法
学
の
新
し
い
傾
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
（
愛
知
学
院
大
学
）
　
二
六
巻
一
号

治
療
処
分
の
歴
史
と
現
代
的
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
　
四
五
四
号

刑
事
政
策
と
試
行
錯
誤

行
状
監
督
に
つ
い
て
［
西
ド
イ
ッ
］

西
ド
イ
ッ
と
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
犯
罪
の
動
向

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
犯
罪
学
、
そ
の
後

ス
イ
ス
の
犯
罪
学
研
究
グ
ル
ー
プ

「
治
療
処
分
」
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題

行
状
監
督
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
i
特
に
保
安
処
分
と
関
連
し
て

西
ド
イ
ッ
の
「
処
分
執
行
法
」
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
ー
執
行
の
緩
和
と
帰
休
制
を
中
心
と
し
て

い
わ
ゆ
る
保
安
処
分
の
最
近
の
動
向
ー
西
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
中
心
と
し
て
ー

　
罪
と
罰
　
二
〇
巻
三
号

　
罪
と
罰
　
一
一
〇
巻
四
号

　
罪
と
罰
　
二
一
巻
一
号

　
　
刑
政
　
九
四
巻
五
号

　
　
刑
政
　
九
四
巻
一
一
号

　
　
　
　
研
修
　
四
一
八
号

　
　
　
　
研
修
　
四
二
六
号

法
曹
時
報
　
三
五
巻
六
号

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

慶
慮
義
塾
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
法
学
部
法
律
学
関
係
　
昭
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法
制
度
と
刑
事
法
を
中
心
と
し
て

犯
罪
被
害
者
の
心
理
（
特
集
・
法
律
家
の
た
め
の
心
理
学
）

犯
罪
の
動
向
と
外
国
人
入
国
者
対
策

ド
イ
ッ
統
一
と
刑
事
政
策

ス
イ
ス
刑
法
の
五
〇
年

ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
刑
法
改
正
論

ソ
連
・
東
欧
社
会
の
混
乱
と
ド
イ
ツ

ド
イ
ッ
統
一
と
司
法
制
度
の
再
編
成

ド
イ
ッ
に
お
け
る
刑
事
政
策
の
新
し
い
動
き
ー
「
損
害
回
復
」
に
関
す
る

付
　
矯
正
の
現
況

「
対
案
」
〈
1
〉
〈
2
〉

　
　
　
罪
と
罰

　
　
　
罪
と
罰

　
　
　
罪
と
罰

法
律
の
ひ
ろ
ば

　
　
更
生
保
護

　
　
　
刑
政

　
自
由
と
正
義

　
　
　
罪
と
罰

　
　
　
罪
と
罰

　
　
　
罪
と
罰

　
　
　
罪
と
罰

　
　
　
　
二
八
巻
三
号

　
　
　
　
二
八
巻
四
号

　
　
　
　
二
九
巻
　
一
号

　
　
　
　
四
四
巻
　
一
号

　
　
　
　
四
二
巻
二
号

　
　
　
一
〇
二
巻
六
号

　
　
　
　
四
一
一
巻
一
一
号

　
　
　
　
二
九
巻
二
号

　
　
　
　
二
九
巻
三
号

　
　
　
　
二
九
巻
四
号

　
　
　
　
三
〇
巻
　
一
号

時
の
法
令
　
一
四
一
八
号

時
の
法
令
　
一
四
二
四
号

平
成
二
年

平
成
二
年

平
成
三
年

平
成
三
年

平
成
三
年

平
成
三
年

平
成
三
年

平
成
三
年

平
成
三
年

平
成
三
年

平
成
三
年

平
成
四
年

平
成
四
年

平
成
四
年

平
成
四
年

平
成
四
年

平
成
四
年

時
の
法
令
　
一
四
三
〇
・
三
二
号
平
成
四
年
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宮澤浩一教授略歴・主要業績

旧
東
独
の
法
学
部
の
再
建
と
司
法
制
度
の
再
編
成
ー
補
遺
〈
1
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
の
法
令
　
一
四
三
八
号

無
期
受
刑
者
と
社
会
復
帰
（
特
集
・
女
子
と
犯
罪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
生
保
護
　
四
三
巻
八
号

刑
事
法
学
の
常
識
・
非
常
識
⑮
～
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
の
法
令
　
一
四
四
六
・
四
八
・
五
二
・
五
六
・
六
〇
・
六
四
号

更
生
保
護
の
最
近
の
動
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
三
〇
巻
二
号

社
会
福
祉
と
犯
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
一
三
巻
一
号

ド
イ
ッ
の
社
会
的
混
乱
と
少
年
法
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
一
〇
四
巻
一
号

統
一
後
の
旧
東
ド
イ
ッ
と
少
年
非
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
一
〇
四
巻
七
号

刑
法
理
論
と
被
害
者
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
平
・
大
塚
仁
博
士
古
希
祝
賀
「
刑
事
法
学
の
総
合
的
検
討
（
下
）
」

刑
事
法
学
の
常
識
・
非
常
識
⑳
～
⑱
　
　
　
　
　
時
の
法
令
　
一
四
六
六
・
六
八
・
七
〇
・
七
六
・
七
八
・
八
○
・
八
四
・
八
八
号

統
一
後
の
ド
イ
ッ
に
お
け
る
犯
罪
の
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

罪
と
罰
三
一
巻
二
号

旧
東
独
法
学
部
の
刑
事
法
研
究
体
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
一
一
二
巻
三
号

権
力
者
の
犯
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
一
〇
五
巻
一
号

旧
東
独
諸
州
の
行
刑
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
一
〇
五
巻
七
号

被
拘
禁
者
の
人
権
と
法
執
行
機
関
関
係
者
の
研
修
・
教
育
　
特
に
、
警
察
官
と
刑
務
官
の
研
修
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
政
　
一
〇
五
巻
一
一
号

犯
罪
者
処
遇
思
想
の
変
遷
と
我
が
国
の
刑
事
政
策
の
現
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
と
非
行
　
一
〇
〇
号

国
境
を
開
放
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
組
織
犯
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
と
罰
　
三
二
巻
二
号

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
更
生
保
護
制
度
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
と
非
行
　
一
〇
四
号

刑
事
法
学
の
常
識
・
非
常
識
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
の
法
令
　
一
四
九
四
号

平
成
四
年

平
成
四
年

平
成
五
年

平
成
五
年

平
成
五
年

平
成
五
年

平
成
五
年

平
成
五
年

平
成
六
号

平
成
六
年

平
成
六
年

平
成
六
年

平
成
六
年

平
成
六
年

平
成
六
年

平
成
七
年

平
成
七
年

平
成
七
年

　
四
、
外
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語
文
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